平成２５年度　第１回鶴岡市林業振興協議会　会議録
	日　　時
	平成25年9月11日（水）　13時30分開会～15時20分終了

	会　　場
	市役所　大会議室

	審議事項
	鶴岡市特定間伐促進計画（案）について

	出　席　者
	佐藤重夫（会長）、本間新兵衛、西　真、藤井博喜、菅原勝、本間文夫、宮守松右ェ門、上林幹夫、鈴木隆一、伊藤文一、岩浪春吉、栗本正志、佐藤友和、斎藤留吉、加藤周一

	欠　席　者
	野堀嘉裕（副会長）

	市側出席者
	農林水産部長五十嵐正一、農山漁村振興課長小笠原健、羽黒庁舎産業課長岩城公志、温海庁舎産業課長五十嵐勇一、朝日庁舎産業課長土田宏一、農山漁村振興課主査蛸井弘、同主査上野衛、同主査渡辺智之、同専門員工藤博、同専門員渡部久美子、藤島庁舎産業課主査佐藤年幸、櫛引庁舎産業課主任菅原源太郎

	オブザーバー
	出羽庄内羽森林組合総務課長石塚宗一

温海町森林組合管理課長鈴木伸之介

	会議録

委嘱状交付　　（五十嵐農林水産部長より庄内総合支庁森林整備課　藤井課長へ委嘱状交付　人事異動による交代）
　鶴岡市林業振興協議会設置要綱第6条2項の規定に基づき、委員16名中代理出席含め15名の出席により、会議は成立する旨を宣する。
1．開会　　　　　　小笠原農山漁村振興課長が開会を宣する。
2．あいさつ　　　五十嵐農林水産部長、佐藤重夫市林業振興協議会長
　会議の進行については、規定により佐藤会長が行った。
3．協議
　鶴岡市特定間伐等促進計画（案）について、事務局より説明を行った。
（加藤委員）間伐の目標面積を立てたら、作業道も必要なので、一年一年計画を立てたほうがよいのでないか。
（事務局）8年間の計画ということで、現状を把握できるものをあげていただいた。本計画については、事業体の仕事の進み具合により変更というのは当然出てくる。変更があったごとに、報告いただいて、年毎の随時変更は可能で、その都度計画に反映させていくという対応を取らせていただきたい。
（加藤委員）間伐の計画800ヘクタール、昨年度の実績はいくらなのか？最後に人材育成と重要なことが書いてあるが、佐藤工務は技術者5人、出羽、温海さんも同じくらいときいている。高性能機械を操作できる人は、大体5人くらいしかいない。後はこれから育っていく人。1班ちょっとしかいない。間伐の計画はすばらしいが、人材の育成、機械オペレーターの育成を急いで進めていかないと先が見えてしまうと感じている。人材育成に力を入れてもらいたい。
（佐藤会長）温海ｓｋは2班。高性能林業機械も操作できるように計画している。そうしていかないと利用できない。（出羽ｓｋ．石塚課長）出羽庄内ｓｋは、養成中も含めて3班。緑の雇用を利用して新しい人も入ってきているので、組合内では人材を育成中。

（加藤委員）県は携わっているが、市役所そのものもこれだけの計画をたてるのだから、技術者数の把握や、その支援も必要なのでないか。人を育てるためには、どうしても経験が必要。緑の雇用は国や県が絡んで補助を出している。山で働く技術者を育てていくのが一番大事。市役所も計画を立てるのであるから、支援を考えていただきたい。
（事務局）これから大きなエリアを間伐していく計画となっている。人材育成、どのような形がいいのか具体的にどういうものが必要なのかどういう方法がいいのか、検討していきたい。

（佐藤会長）ｐ２の中で、間伐材積50立方を、間伐の面積と合わせた作業道の整備が必要。この間伐の計画からすると10.8ｍ、実質作業道30～40ｍくらい、この中で50立方搬出するのは大変なこと。うちのほうで間伐しながら経営計画を立てて集約化の間伐を行っているが、大体100ｍくらいないと50～60立方の材が相当出すことが困難なので、これから実際入っていくと、50立方くらいのＣ，Ｄ材まで全部出すとなると、路網整備の整理が必要かなと感じたので、間伐の面積に対する作業道の整備計画63,350ｍとなると10ｍちょっとなのでどうかなと、市でこの以外での路網整備の考え方があれば教えていただきたい。
（事務局）今回の計画に挙げさせていただいているのは、各事業体からあげていただいているものであること、今回の間伐の面積に合わせて開設するというのではなくて、計画に含まれている間伐するところは、すでに開設されているものもある。これからの8年間で計画されている数値。単純に8年間の間伐計画から延長を割って10ｍ程度ということではない。現状で足りているという認識はなく、いろいろ住みわけをしながら、市の方でも作業道を開設して林内路網密度を上げていくと考え方で進めているので、各事業体の意見をさらに集約しながら、より効率的な部分に、市として作る路網整備と事業体で作る路網整備とリンクさせながら、効率的な路網整備は進めていかなければならないという風に考えている。
（本間文夫委員）路網整備は、どうしても作ってももらわないといけない。素材の状態を見て、路網整備を図るのか、要するに搬出経費が嵩めばどうしても伐採する気が起きないので、当然路網の整備が必要となってくる、計画通り線を引くという考え方なのか。山の状態が悪くともよくとも路網計画がでたら、そこをきっていくという考え方なのか。
（事務局）当然現場があるので、その都度変更もある。この山が悪いから通らないというのではなく、面的に見て搬出間伐を計画した場合に、ここに道路があったほうが搬出にプラスであると、次の現場とのつながりを見たときにこの方が効率的であるという部分で路線を設定していくという考え方。どちらかというと、ここの山に行くためにこう切るとのではなく、ここの山からどうやった木が出しやすいかという部分を重視して線形を計画していくので、ここの状態が悪いから避けるといった考えではない。
（本間新兵衛委員）間伐計画は国では目標をどう思っていて、森林の担う部分をどのように考えられいるのか。その部分が見えないので教えてもらいたい。
（西委員）これから8年後までの地球温暖化防止独自の目標で管理していく。森林吸収源対策として間伐を実施、3.8％まで認められている。独自の目標で管理していく全体目標として全体の位置づけ。市町村ごとに計画をたて、底上げしていく。
（上林委員）庄内町と鶴岡市との境に林道・作業道を作りたい。どのような対応をとったほうがよいのか。作業道を開設する際、反対する人が一人でもいると作れない。何かよいアドバイスはないか。
（事務局）制度的にはできないことではない。（温海町ｓｋ．鈴木課長）加速化事業25,000円/ｍを利用して、所有者負担なしでできる線形を組んで、地権者に説明している。
○計画について、挙手多数により承認された。

4.意見交換

（伊藤文一委員）木質バイオマス事業に対しては賛成であるが、周囲の民家に対する不安はある。われわれの目標は、燃料を供給し続けること。4500円／ｔは高いのか安いのか、決して高い価格だとは思わない。補助金を活用して、Ｃ・Ｄ材を出す、バイオ燃料だけに出すのであれば無理な価格。間伐の計画を、路網整備、作業員の質を上げるように市も我々もがんばらなければいけない。
（伊藤文一委員）会津の発電施設を視察したが、煙はでない。蒸気はある。
（上林委員）全部切る山は少ないが、切ったあと何もしない山がある。スギを植える気力があるかどうか。10年後くらい収入が見えるもの何かないか、考えている。ナラ枯れで全滅している山がいっぱいあるが、クヌギを植えてみてはどうか。山形県ではデータがないが、その辺を進めていきたい。自分が働いていたこと、子供を山に連れて行く機会がなかった。その結果、自分の子供たちが山に関心がなくなった。子供の時代から、山に愛着を持つような制度、緑の少年団のような活動は鶴岡にも作ってもらいたい。

（宮守委員）農協座談会があり話題としたが、日本の場合も米作り農家が十分に生活できるだけの補助金があれば、米の値段が下がってしかるべきと思う。農林中金が二酸化炭素の権利を買って、森林組合を通してやったという事例があった。もっともっと研究してやって、ただ補助金をもらうのではなく自分たちが正当にやったもの評価してもらい、企業に買ってもらう。もっともっと勉強してやってもらいたい。
（本間委員）木材自給率、昨年度は27.9％。安価な木材輸入が進んでいる。国産材の利用拡大について、どう図るか。発電事業、山に放置されていたものがすべて利用でるのはいいことだと思う。いくらかでも林業家に還元できるいいことだと思う。燃料確保、安定供給を3組合で協力していただきたいと思う。
（菅原委員）専用道、作業道、ここ数年延長伸びている。高齢化により維持管理が難しくなっている。維持管理の交付金等がなくなっており、行政等でも維持管理の支援をいただきたい。
（加藤委員）鶴岡市が間伐計画を立てて進めていくには、人材育成、間伐は皆伐より事故率が高い。現場はツルがひどく、間伐作業がしづらい。森林組合を中心として、事業体も間伐を実施していけば結果がでてくるのでない。計画を実行していく意思を森林組合、市が持っていけば大丈夫でないかと思う。
（齋藤委員）家ネットの事業で、鶴岡産木材に一般市民にも関心がもたれている。今年3年目で鶴岡も出る住宅、木材に関心を持たれる事業の継続。バイオマス事業、せっかくの熱源を利用してデイサービス的な施設、小規模でもよいので子供向け林業学習施設などの施設にしてほしい。将来の林業に関心を持たれる試作を期待。→規格区分10ｔ車で通行可25000円／ｍ、簡易な林業専用道2,000～3000円／ｍ
（佐藤委員）在来で注文住宅をやっていたが、大手メーカーに対抗しなければいけず、カナダの輸入住宅、高気密工断熱住宅をしなければならない。地主が自分で木を切り出す力がなし、間伐計画に沿って、地主に働きかけなど計画の啓蒙を進めてほしい。後継者、作業員の育成、需要と供給、労賃を払えるだけの1年間雇用するだけの仕事を確保するのが難しい。林業は若者にとって特別な仕事と思われて、職業の選択に入っていないのでないか。雇用の創出、他県の状況はどうなっているのか。

（栗本委員）立派な林道があっても、草があって入れない。維持管理をしっかりやってもらいたい。山の伐採後、山主から相談される。木を植えても経費かかる、自然に戻して40～50年後に木があるのか。最低でも２０％植栽しても採算取れるような施策を考えてもらいたい。
（岩浪委員）庄内の山は間伐が進んでいなくて、荒れている。間伐をするには、木質バイオマス発電事業にはできるだけの協力はしていきたい。朝日中の建築は、鶴岡市の木で建設することはよいことで、現在どの工程まで進んでいるのか説明してほしい。大いに期待しているところ。
（出羽ｓｋ．）伐採9割方、搬出を進めている。道路に大きい車が入れず苦労している。搬出も近々終わる予定。

（藤井委員）路網整備は、林道（背骨として機能、林業以外の利用もあり）、林業専用道（背骨から出てくる肋骨、搬出するため目的を持っている道路、必要に応じて開設）、林業作業道（材を集めたり、林業機械が通る道路）、機能目的で使い分ける、誰が開設するのか、維持管理していくのか、どの道路が必要なのか検討いただきたい。本郷松沢線、八方峰線の開設は1年くらい遅れる。2路線終了することから、次の路線を検討している。再造林の必要性、保育経費がかかることから、ここをいかに安くすることができるか。ポット苗を活用したり、植栽数を減らす、成長の早いスギを植えるなど、県の研修センターで検討始めている。木を植えなくなると太い木材だけになり、林令構成が偏る。再生産、循環が図れなくなる。
（本間委員）これまで以上に間伐材が搬出され、作業道整備が進む。Ｃ・Ｄ材が多くなり、その受け皿として機能していく。森林循環としては6万ｍ3必要、その確保について3組合で協力し事業が軌道に乗るようにお願いしたい。再生造林、人材育成、儲かる林業をいかにしていくか、需要を喚起する国の施策と合わせて進めていく必要あるのでないか。

（西委員）路網整備、官民合わせて進めていく方向。国と民有林でそれぞれ道を作っている状況で、これからは情報共有、路網の共有が必要。
（佐藤会長）地元で協力して草刈をしている。その後の懇親会でいろいろな意見が出てくる。そういう交流が大事だと思う。

（事務局）鶴岡緑の少年団、保育園への森林環境教育事業の説明を行った。

5.その他　　　
市から産業まつり（10／19･20）、森と木のツアー（11／2）の案内を行った。
6.閉会　15:20

以上


